
クラスだより
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３月号

今月の讃美歌・歌
♪どんなときでも
♪さよなら僕たちの幼稚園

クラスの取り組み
『主の祈り』をみんなで心を合
わせ祈っています。
これから、それぞれの小学校
へと進んでいく子どもたちです
が、卒園してもイエス様がそば
にいて下さることを信じて歩ん
でいってほしいと願っています。

お別れ遠足！
お別れ遠足で交野山に登りました！ 最初に交野山の話をした時、
山に登ることや歩いて帰ることを聞いて、子どもたちは「えー！」と驚き、自
信がなさそうな声が飛び交っていました。大丈夫かな？と少し心配してい
たのですが、いざ行ってみると、「結構登ってきたけど、まだ！？」「やばい、
これ落ちたら一巻の終わりや！」と言いながらも表情はにこやかな様子や、
友達と手を繋いで歌を歌いながら歩く姿、友達と声を合わせて「おなか、
空いたぁー！」とやまびこのように叫んでいたりと、とても楽しそうでした
残念なことに、私は体調不良で一緒に行くことが叶わず、動画で見た
子どもたちの姿ではありましたが、幼稚園に帰ってきた時には「もう1回行
きたい！」という子も多く映っており、子どもたちにとって思い出に残る遠足
になったこと、嬉しく思いました♡ 当日欠席をした子も後日無事、一緒
に交野山へ行くことができました！ 一年生同窓会にて、山頂で撮った
動画を見る予定ですので、ぜひ楽しみにしていてください♪

ムスカリについて♡
今までずっと傍にいて、育ててくれたお家の人に、卒
園の日に秘密のプレゼントを渡そう！ということで、秋
頃にムスカリの球根を植えました。ムスカリには、『明る
い未来』『寛大な愛』『通じ合う心』など、これから先の
未来が明るく希望溢れるように、という優しく前向きな
意味があります。
お部屋から少し離れたところで育てていましたが、子ど
もたちは、「ムスカリどうなってるかな」とよく様子を見に行
く姿があり、「先生、芽出てた！」「花咲いてたで！」な
ど、嬉しそうに報告してくれる子もいました♪
ムスカリは地植えすると、この先数年間、毎年春に花
を咲かせます。子どもたちから保護者の皆様へ向けた
感謝の気持ちや、今日の卒園の日を、毎年春の訪れ
とともに思い出して頂けると幸いです。

シーグラスのモビール作り
先日、シーグラスや貝殻、サンゴをたくさん拾って持ってきてくれた子どもたち
がいました。みんなに紹介した後、「みんなの製作に使っていいよ」と言ってくれ
ました。何ができるか話し合いをしたかったのですが、卒園まで残り数日……。
とにかく皆でできることで、今までやったことがないことをやってみよう！と考えた
結果、皆で一つのモビールを作ってみることに！
1人2個ずつ、好きなシーグラスや貝殻をグルーガンで引っ付けていたのです
が、キラキラして音も綺麗なシーグラスモビールを見て、「欲しい！」「持って帰
りたい！」と、皆とても気持ちが高まっている姿がありました。
｢皆がそう言うなら、卒園前最後の製作として1人1つ作って持って帰ろう！｣
と私も熱が入り、小さなモビールを作ることになりました
最初は一人一つ持ち帰れるほどのシーグラスはなさそうでしたが、後日たくさ
んお持ち頂けたおかげで、子どもたちは好きな飾りを好きなだけ選び、つけるこ
とが出来ました！ ご協力ありがとうございました。
完成した時の子どもたちの表情は、とても嬉しそうで、幼稚園の最後の思い
出として、楽しい経験ができたこと、私も嬉しく思いました♪

ご卒園おめでとうございます。今回が最後のクラスだよりとなりました。本当に一年があっという間で、
私もとても寂しい思いと、こひつじ2組さんならこの先もきっと大丈夫……！という背中を押す思いが
せめぎ合っています。
私は毎年、「今年も子どもたちの年齢分の一の人生を頂いているんだ」という意識で関わっていま
す。年長であれば⅙の人生。そう考えると、なんて貴重で、かけがえのない時間を共に過ごすことが
許されているのだろうと、その輝きと責任に様々な思いが溢れてきます。 一人一人、神様に創られ
て生まれてきたと私は思っています。生まれてきた理由が必ずあり、あなたにしかできない何かがある。
そんな生まれてきた意味をいつか理解して、自分の力を存分に発揮し、世のため人にために働きか
け、世界中の人々が、より喜びで満たされる毎日を送れるように。この先の社会を担っていく子ども
たちの人生が、希望溢れるものであるようにと、お祈りしています。皆様の人生の1ページに携わるこ
とができたこと、心から感謝申し上げます。1年間、本当にありがとうございました。
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